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反
対
派
住
民
と
初
勉
強
会

羹
轟
鐸
手
厳
し
い
追
及
の
声
も

会
は
ま
ず
、
市
側
が
五
十
二
年
度
に
一

ｒ
縫
た
ち
の
本
響
ワ
に
規

て
来
た
．

一
方
、

し
て
、
賃

湯

鑽

審

豫

て

い
る
が
い
住
民
側
露
こ
れ
に
薇
足
せ

ず
い
市
に
呼
び
か
け
て
こ
の
日
の
勉
強

金
お

つ
４

会
場
に
は
行
〓
側
か
ら
市
艶
画
員
の

伊
藤
千
年
参
事
を
は
じ
め
、
名
古
燿
高

‥

彗

３

、一
肇

け踵
跳
翻
難
鵠
舞
蹄

』サぐるなの運動ぶヶ一難一 同
区
露
部
で
行
っ
た
風
向
（
晨
連
、
襲

度
の
気
象
調
査
と
豊
舞
酸
化
物
の
灘
定

結
果
、
昨
書
の
一百
闘
■
覆
晏
〉た
現

地
案
験
な
ど
の
内
容
奪
驀
電

こ
の
あ

と
住
民
側
が
質
問
を
ぶ
つ
け
た
。

理́

纂

事
ら
は
、

膚

の
一Ｔ

す
磁

解
析
の
た
め
の
資
料
で
あ
り
、
繊
錠
は

ま
だ
出
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
費
纏

影
響
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
を
強

著̈

蓋

、
震

摺

こ
豊

需

、

「百
五
十
日
に
わ
た
っ
て
行
い
続
け
た
風

船
調
査
の
実
練
セ
パ
ッ
ク
に
Ｌ

「
藤
巻

一菫
醇
砥
饗
輸
多
城
鬱
一あ
■

一

空
蠅
中
の
ガ
ス
は
拡
散
せ
ず
に
滞
留
露
ヽ

る
。
市
は
も
つ
ま
イ
後
濃
雰
委
猥

崎
論
を
出
せ
」
と
つ
め
書
る
一
籍
も
，
一

し
か
し
、
金
送
に
は
「
高
速
資
路
な

制
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
冗
鋏

車
じ
り
の
疑
簿
を
出
す
出
席
者
も
あ

韓

な
こ
含
鷲
偲
を
署
彎
堅
４
一

恐
義
電
覆
が
会
つ
た
。

，最
後
嬌
「
軍
川
会
長
ら
は
市
の
持

つ
細
か
な
デ
ー
タ
を
す
べ
て
公
表
す
る

よ
う
要
趣
し
た
が
、
市
側
は

「
検
討
し

て
み
る
」
と
答
え
た
だ
け
で
、
積
編
的

な
姿
勢
は
一否
Ｏ
な
か
っ
た
。

雄
漏
し
た
主
婦
の
一人
含
●
は
「
難

し
い
用
爾
を
使
う
市
の
議
明
は
よ
ぐ
わ

一か
ら
な
い
が
、
お
菫
い
の
意
見
を
出
し

合
う
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
」
と
話
し

て
お
り
、
「反
対
す
る
会
」
は
、
今
後

む
こ
の
議
の
会
合
を
開
ぐ
よ
夕
市
に
鮨

き
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

名
古
屋
市
の
石
難
通
路
建
設
計
画
に

対
し
、
地
球
な
が
ら
懇
の
長
い
反
対
運

動
を
続
け
て
い
る

「
静
か
な
薇
境
を
守

り
懸

露

に
爵

〓

壼

共

套

ｏ
旱
川

文
大
名
建
六

教
授
、
百
二
十

人
）
が
十
五
日
、
名
パ
区
瀬
町
三
丁
目

の
市
西
ｒ
下
だ
処
理
場
研
修
所
で
す
、

一
糠

融

独

猟

ゆ
購

縄

』

が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
環
境
影
響
調

査
に
対
し
、
国
会
独
自
で
行
っ
て
い
る

公
害
測
定
を
築
き
合
わ
せ
る
形
で
意
見

の
を
要
が
あ
つ
た
が
ｒ
ｍ
温
確
“油

書
Ｃ
に
不
信
聾
て
な
く
住
民
か
ら
は
時

折
、
選

し
遣

あ

憲

議

む

た
．一だ
爾
す
る
会
」
は
五
十
年
秋
い
巨

難

”酸

露

れ
た
。

「
静
か
な
住
宅
地
を
排
ガ
ス
と

騒
音
か
ら
守
れ
」
と
の
呼
び
か
け
で
（

鶴
“
雪

あ

大
黄

疹

『

聰

攣

二

り
、
会
報
を
出
す
な
ど
の
活
動
を
続
け

昭和 57年 11月 16日 付
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を
開
い
た
。
市
側
は
担
当
者
も
随
分
代
わ
っ
た
が
、
市
の
調
査
の
正

し
さ
を
主
張
す
る
ば
か
り
で
、
高
姿
勢
化
が
目
立
っ
た
。

昭
和

５７
年

度

の
主

な
活

動

記
録

５７
・
・
月
　
恒
例
の
元
旦
風
船
揚
げ
実
施
。

３
月
　
鏡
ケ
池
線
反
対
期
成
同
盟
会
長
と
懇
談
。

植
園
、
扇
町
住
民
へ
の
広
報
配
布
開
始
。

４
月
　
公
害
道
路
現
地
見
学
会
バ
ス
旅
行
。

第
十
二
回
総
会
。

環
境
庁
長
官
、
建
設
大
臣
、
知
事
な
ど
へ
陳
情
。

全
員
参
加
の
夏
休
み
風
船
揚
げ
実
施
。

公
社
へ
陳
情
。

市

へ
陳
情
。

環
境
影
響
調
査
で
会

・
市
共
同
の
勉
強
会
。

昭
和
５８
年
度
の
活
動

新
年
早
々
、
知
事
選
立
候
補
の
鈴
木
、
堀
場
両
氏
に
公
開
質
問
状

提
出
し
た
。
回
答
は
予
想
ど
お
り
の
内
容
で
、
鈴
木
氏
は
高
速
道
路

建
設
を
推
進
、
堀
場
氏
は
会
の
主
張
に
賛
成
で
あ

っ
た
。

四
月
二
十
四
日
、
第
十
三
回
総
会
。
筒
井
県
議
、
本
谷
市
議
の
来

賓
出
席
を
得
て
、
新
役
員

（運
営
委
員
）
十
二
人
を
承
認
、
運
動
方

針
に
大
き
な
変
化
も
な
い
ま
ま
健
闘
を
誓
い
合

っ
た
。

夏
に
は
本
谷
市
議
、
渡
辺
市
議
と
懇
談
、
市

へ
の
陳
情
、
全
員
参

加
の
風
船
揚
げ
な
ど
を
行

っ
た
。
高
速
道
路
の
見
直
し
を
求
め
る
会

設
立
準
備
会
で
早
川
会
長
が
招
か
れ
て
お
話
を
さ
れ
も
し
た
。

秋
に
は
知
事
代
理
の
県
土
本
部
長
に
陳
情
、

「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
制
度
の
現
状
と
問
題
点

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
も
参
加
し
た
。

こ
の
年
、
高
速
道
路
１
号
線
は
東

へ
東

へ
、
２
号
線
は
北

へ
北

へ

と
工
事
が
進
む
。

昭
和

５８
年
度

の
主
な
活
動
記
録

（活
動
記
事
と
重
複
す
る
の
で
省
略
）

昭
和

５９
年
度

の
活
動

元
旦
の
風
船
揚
げ
で
始
ま
っ
た
。
三
月
に
は
運
営
問
題
、
組
織
に

関
し
て
、
な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。
五
月
十
三
日
に
第
十
四
回
総

会
。
高
速
道
路
の
赤
字
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
た
め
、

そ
の
道
の
専
門
家

・
平
井
名
城
大
教
授
を
招
い
て
学
習
会
を
併
催
し

た
。
平
井
先
生
は

「
現
在
、　
一
日

一
千
万
円
の
赤
字
が
出
て
い
る
。

建
設
費
が
日
増
し
に
高
く
な
り
、
借
入
金
、
利
子
支
払
い
、
管
理
費

11  9
月 月

8  7
月 月
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ｔ
増
え
る
．ば
か
り
な
の
に
、
通
行
車
数
は
当
局
の
見
積
も
り
ょ
り
ぐ

っ
と
少
な
い
。
当
局
は
全
線
開
通
す
れ
ば
採
算
は
と
れ
る
と
い
う
が
、

あ
て
に
な
ら
な
い
」
と
、
資
料
を
示
し
て
解
説
さ
れ
た
。

夏
に
は
町
内
の
会
未
加
入
者

へ
Ｐ
Ｒ
版
を
出
し
て
呼
び
か
け
を
行

い
、
市

へ
の
陳
情
、
全
員
風
船
揚
げ
な
ど
を
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
市

議
と
の
懇
談
に
は
自
治
会
役
員
も
同
行
、
席
上
、
渡
辺
氏
は

「
藤
巻

ル
ー
ト
は
ス
ジ
が
通
ら
な
い
。
市
計
画
局
に
対
し
て
爾
ご
ろ
計
画
変

更
を
強
く
い
っ
て
い
る
」
と
心
強
い
言
葉
で
臨
待
さ
れ
た
。

秋
、
本
谷
市
議
と
懇
談
。
つ
い
で
反
対
看
板
を

，
藤
巻
ル
ー
ト
撤

回
夕
の
主
旨
を
打
ち
出
す
形
に
変
え
る
作
業
を
し
た
。
暮
れ
に
は
、

会
の
役
員
経
験
者
と
の
懇
談
会
を
開
い
た
。

昭

和

５９
年

度

の
主

な

活

動

記

録

５９

・
３
月
　
運
営

・
組
織
で
ア
ン
ケ
ー
ト
．

５
月
　
第
十
四
回
総
会
。
平
井
名
城
大
教
授
を
招
き
、
高
速

道
路
の
赤
字
問
題
学
習
会
を
併
催
。

７
月
　
市
へ
陳
情
。

８
月
　
渡
辺
市
議
と
藤
巻
町
自
治
会
役
員
と
も
ど
も
懇
談
。

９
月
　
本
谷
市
議
と
懇
談
。
看
板
タ
イ
ト
ル
を
変
え
る
。

・２
月
　
役
員
経
験
者
と
懇
談
。

●′
　

―

―

　

ラ

ｌ
　

ｆ

．
ノ
く

　

不

「

ゴ

カ

セ

　

催

瑠

雲

昭

和

６０

年

度

の
活

動

前
年
度
か
ら
軌
道
に
乗
り
始
め
た
自
治
会
と
の
協
調
路
線

（本
来
、

会
は
自
治
会
と
連
帯
で
出
発
し
た
の
だ
が
…
）
に
基
づ
き
、
新
年
早

々
、
自
治
会
三
役
と
会
役
員
と
の
懇
談
会
が
持
た
れ
た
。
二
月
に
は

恒
例
？
　
と
も
な
っ
た
会
運
営
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
。
そ
の
結
果

は
①
藤
巻
ル
ー
ト
は
い
ゃ
　
②
自
治
会
と
は
協
調
　
③
会
費
の
五
百

日
は
高
い

（”
％
）
④
会
報
は
読
ん
で
い
る

（７０
％
）
⑤
運
動
は
さ

ら
に
進
め
る
べ
き

―‐
な
ど
の
内
容
で
あ
っ
た
。

四
月
は
本
山
市
長
が
引
退
し
て
の
市
長
選
。
候
補
者
西
尾
さ
ん
に

質
問
状
を
出
し
た
が
、
同
氏
は
本
山
さ
ん
の
後
継
と
は
名
ば
か
り
で

高
速
道
路
の
建
設
促
進
を
公
約
の

一
つ
に
す
る
人
。
各
党
相
乗
り

（

共
産
除
く
）
で
楽
々
当
選
し
、
高
速
道
路
に
限
っ
て
は
う
れ
し
く
な

い
首
長
の
実
現
と
な
っ
た
。

第
十
五
回
総
会

（五
月
十
二
日
）
で
は
地
田
自
治
会
長
が
来
賓
と

し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
反
対
看
板
設
置
や
風
船
揚
げ
で
運
動
の
先
頭

に
立
た
れ
た
こ
ろ
の
回
想
を
述
べ
ら
れ
る
と
同
時
に
、　
ル
ー
ト
撤
回
、

運
動
の
推
進
、
全
員
協
力
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。
席
上
、
会
費
を

月
額
二
百
五
十
円

（従
来
は
五
百
円
）
に
す
る
こ
と
、
会
の
十
年
誌

を
刊
行
す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

市
計
画
局

へ
の
陳
情
、
市
秘
書
室
長
と
の
会
談

（西
尾
市
長
は
会

-25-



代
表
と
会
わ
な
い
と
拒
否
）
植
田
山
地
区

へ
の
Ｐ
Ｒ
版
配
布
、
看
板

修
理
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
公
社
が
建
設
計
画
の
見
直
し

（
２
号
線
北

部
の
高
架
案
な
ど
）
を
発
表
し
注
目
さ
れ
た
。
前
年
末
、
鏡
ヶ
池
線

の

一
部
が
事
業
認
可
さ
れ
、
新
年
早

々
、
着
工
準
備

へ
。

昭
和
６０
年
度
の
主
な
活
動
記
録

６０

．
．
月
　
自
治
会
三
役
と
会
幹
部
懇
談
。

２
月
　
ァ
ン
ケ
ー
ト
実
施
で
運
動
推
進
を
確
認
。

５
月
　
第
十
五
回
総
会
。
池
田
自
治
会
長
来
賓
出
席
。

６
月
　
市
計
画
局

へ
陳
情
。

１０
月
　
市
秘
書
室
長
と
会
談
。

１１
月
　
植
田
山
地
区

へ
Ｐ
Ｒ
版
配
布
。

会

の

歩

み

を

ま

と

め

て

会
が
発
足
し
た
昭
和
五
十
年
、
名
古
屋
都
市
高
速
道
路
は
、
緑
区

の
大
高
方
面
と
北
区
の
新
川
中
橋
方
面
に
橋
脚
ら
し
い
も
の
を
見
せ

て
い
た

（工
事
ス
ト
ッ
プ
中
）
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
六
十

一
年
の
現
在
は
、
大
高
か
ら
円
上
を
経
て
東
新
町
ま
で
の
２
場
線
が

開
通
、
そ
の
北
部

へ
の
延
長
を
め
ぐ
っ
て
市
と
建
設
省
の
秘
密
メ
モ

や
東
区
内
で
の
高
架
案
浮
上
な
ど
で
大
騒
動
を
展
開
中
で
あ
る
。
１

号
線
も
中
川
区
千
音
寺
の
東
名
阪
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
村
、
中
区
へ
と
着
々

と
工
事
が
進
み
、
や
が
て
は
吹
上
ホ
ー
ル
前
付
近
ま
で
の
作
業
が
完

成
す
る
状
況
に
あ
る
。
１
号
、
２
号
両
線
が

ロ
ー
マ
字
の
Ｔ
字
型
に

形
を
整
え
て
、
あ
と
五
、
六
年
？
　
で
ひ
と
ま
ず
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
わ
け
だ
。

だ
が
、
踏
み
に
じ
ら
れ
る
住
民
の
悲
し
み
、
破
壊
さ
れ
る
環
境
、

最
も
恐
ろ
し
い
公
害
に
よ
る
生
命

・
健
康
の
不
安
、
財
源
を
永
久
に

負
担
す
る
市
民
の
労
苦
な
ど
は
、
高
速
道
路
に
よ
る
、
ぁ
る
種
の
繁

栄

・
活
性
化
と
は
逆
に
ま
す
ま
す
増
大
す
る
。
会
が
常
々
主
張
し
て

き
た
よ
う
に
、
高
速
道
路
に
高
料
金
を
払
っ
て
車
を
走
ら
す
市
民
の

数
は
知
れ
て
い
て

一
般
道
路
の
渋
滞
解
消
と
は
な
ら
な
い
。

ル
ー
ト
が
変
更
案
と
な
っ
て
藤
巻
町
へ
振
ら
れ
た
真
の
理
由
は
な

に
か

―

を
考
え
、
私
達
は
主
張
す
べ
き
は
主
張
し
、
決
し
て
安
易

な
妥
協
に
走

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
会
が
出
し
た
陳
情
書
、
要
望
書

の
総
数
は
三
十
通
余
、
会
報
は
臨
時

・
号
外

・
お
知
ら
せ

・
Ｐ
Ｒ
版

を
含
め
る
と
百
三
十
号
余
、
看
板
の
製
作

・
塗
り
替
え
三
十
本
余
、

そ
の
他
、
県
内
外
調
査
、
地
区
内
調
査
、
会
合
参
加
、
会
議
、
折
衝

な
ど
は
数
知
れ
ず
と
い
う
く
ら
い
多
く
、
財
務
部
に
よ
る
会
費
集
金

・
管
理
も
ま
た
整
然
と
行
わ
れ
て
き
た
。
全
く
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
揮
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
責

・
鈴
木
）
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